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「福音拡大の鍵」 

使徒言行録 1 章 

 8 あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは

力を受ける。そして、エルサレムばかりでなく、ユダ

ヤとサマリアの全土で、また、地の果てに至るま

で、わたしの証人となる。」  
エルサレムから始まった「主イエスを救い主とする

集団・教会」の活動はユダヤとサマリアの全土、お

よび地の果てまで広がっていきます。 

その際、際立って何かが起こっていることに注目し

たいと思います。 

1）   エルサレムからユダヤ・サマリアへの拡大：

殉教・迫害による拡散 使徒言行録 8 章 

1 サウロは、ステファノの殺害に賛成していた。 

その日、エルサレムの教会に対して大迫害が起こ

り、使徒たちのほかは皆、ユダヤとサマリアの地方

に散って行った。  
・・・ 

4 さて、散って行った人々は、福音を告げ知らせな

がら巡り歩いた。  
5 フィリポはサマリアの町に下って、人々にキリスト

を宣べ伝えた。  
6 群衆は、フィリポの行うしるしを見聞きしていたの

で、こぞってその話に聞き入った。  
＊殉教・迫害による拡散：聖霊による忍耐 
 

2）サウロの回心。エルサレムの使徒たちとの邂

逅  使徒言行録 9 章 

26 サウロはエルサレムに着き、弟子の仲間に加

わろうとしたが、皆は彼を弟子だとは信じないで恐

れた。  
27 しかしバルナバは、サウロを連れて使徒たちの

ところへ案内し、サウロが旅の途中で主に出会い、

主に語りかけられ、ダマスコでイエスの名によって 

大胆に宣教した次第を説明した。  

28 それで、サウロはエルサレムで使徒たちと自由

に行き来し、主の名によって恐れずに教えるように

なった。  
29 また、ギリシア語を話すユダヤ人と語り、議論も

したが、彼らはサウロを殺そうとねらっていた。 

30 それを知った兄弟たちは、サウロを連れてカイ

サリアに下り、そこからタルソスへ出発させた。 

31 こうして、教会はユダヤ、ガリラヤ、サマリアの

全地方で平和を保ち、主を畏れ、聖霊の慰めを受

け、基礎が固まって発展し、信者の数が増えてい

った。 

＊和解と祝福・慰め・平和 

  
3）異邦人の回心・聖霊を受ける 
 使徒言行録 10 章 

38 つまり、ナザレのイエスのことです。神は、聖霊

と力によってこの方を油注がれた者となさいまし

た。イエスは、方々を巡り歩いて人々を助け、悪魔

に苦しめられている人たちをすべていやされたの

ですが、それは、神が御一緒だったからです。  
39 わたしたちは、イエスがユダヤ人の住む地方、

特にエルサレムでなさったことすべての証人です。

人々はイエスを木にかけて殺してしまいましたが、  
40 神はこのイエスを三日目に復活させ、人々の前

に現してくださいました。 

 41 しかし、それは民全体に対してではなく、前もっ

て神に選ばれた証人、つまり、イエスが死者の中

から復活した後、御一緒に食事をしたわたしたちに

対してです。  
42 そしてイエスは、御自分が生きている者と死ん

だ者との審判者として神から定められた者であるこ

とを、民に宣べ伝え、力強く証しするようにと、わた

したちにお命じになりました。 

 43 また預言者も皆、イエスについて、この方を信

じる者はだれでもその名によって罪の赦しが受け

られる、と証ししています。」 



44ペトロがこれらのことをなおも話し続けている

と、御言葉を聞いている一同の上に聖霊が降っ

た。  
45割礼を受けている信者で、ペトロと一緒に来た

人は皆、聖霊の賜物が異邦人の上にも注がれる

のを見て、大いに驚いた。  
＊全ての人に回心は可能・先入観からの解放 

＊＊＊ 

4）アンティオキアの教会 使徒言行録 11 章 

19 ステファノの事件をきっかけにして起こった迫害

のために散らされた人々は、フェニキア、キプロ

ス、アンティオキアまで行ったが、ユダヤ人以外の

だれにも御言葉を語らなかった。  
20 しかし、彼らの中にキプロス島やキレネから来

た者がいて、アンティオキアへ行き、ギリシア語を

話す人々にも語りかけ、主イエスについて福音を

告げ知らせた。  
21 主がこの人々を助けられたので、信じて主に立

ち帰った者の数は多かった。  
22 このうわさがエルサレムにある教会にも聞こえ

てきたので、教会はバルナバをアンティオキアへ 

行くように派遣した。  
23 バルナバはそこに到着すると、神の恵みが与え

られた有様を見て喜び、そして、固い決意をもって

主から離れることのないようにと、皆に勧めた。  
24 バルナバは立派な人物で、聖霊と信仰とに満ち

ていたからである。こうして、多くの人が主へと導か

れた。 

 25 それから、バルナバはサウロを捜しにタルソス

へ行き、 26 見つけ出してアンティオキアに連れ帰

った。二人は、丸一年の間そこの教会に一緒にい

て多くの人を教えた。このアンティオキアで、弟子

たちが初めてキリスト者と呼ばれるようになったの

である。 

＊「生き方」の問題：キリストに愛に包まれて生き

る 

5）アンティオキア教会から世界宣教に 使徒言行

録 13 章 

1 アンティオキアでは、そこの教会にバルナバ、ニ

ゲルと呼ばれるシメオン、キレネ人のルキオ、 

領主ヘロデと一緒に育ったマナエン、サウロなど、

預言する者や教師たちがいた。 

 2 彼らが主を礼拝し、断食していると、聖霊が告げ

た。「さあ、バルナバとサウロをわたしのために 

選び出しなさい。わたしが前もって二人に決めてお

いた仕事に当たらせるために。」  
3 そこで、彼らは断食して祈り、二人の上に手を置

いて出発させた。4 聖霊によって送り出されたバル

ナバとサウロは、セレウキアに下り、そこからキプ

ロス島に向け船出し、  
5 サラミスに着くと、ユダヤ人の諸会堂で神の言葉

を告げ知らせた。二人は、ヨハネを助手として連れ

ていた。  
＊聖霊による派遣・送り出すことへの勇気 

  
6）聖霊による禁止と方向転換 使徒言行録 16 章 

6 さて、彼らはアジア州で御言葉を語ることを聖霊

から禁じられたので、フリギア・ガラテヤ地方を通っ

て行った。  
7 ミシア地方の近くまで行き、ビティニア州に入ろう

としたが、イエスの霊がそれを許さなかった。  
8 それで、ミシア地方を通ってトロアスに下った。  
9 その夜、パウロは幻を見た。その中で一人のマ

ケドニア人が立って、「マケドニア州に渡って来て、

わたしたちを助けてください」と言ってパウロに願っ

た。  
10パウロがこの幻を見たとき、わたしたちはすぐ

にマケドニアへ向けて出発することにした。マケド

ニア人に福音を告げ知らせるために、 

神がわたしたちを召されているのだと、確信するに

至ったからである。 

＊聖霊との向き合い・み言葉との向き合い 
最終的に パウロは囚人としてローマに 

 ＊＊youtubeでのMACF礼拝説教映像は 

https://youtu.be/x9ifaWQitdA 

https://youtu.be/x9ifaWQitdA

